
Ｐｌａｎ

（計画）

事業計画

の立案

Ｄｏ

（実施）

計画に沿った

事業の実施

Ｃｈｅｃｋ

（評価）

事業の

点検・評価

Ａｃｔｉｏｎ

（見直し）

事業の改善

基本理念 基本構成 基本目標 

 

 

 

 

１ 点検評価の目的 

 草加市教育委員会では、第二次草加市教育振興基本計画 

「笑顔かがやく草加教育プラン」（平成２８年度〜平成３１ 

年度）に基づき、基本理念『⽣きる⼒を共に教え育てる草加 

の教育』のもと、５つの基本目標を掲げ、教育課題に取り組 

むとともに、教育の振興を図るための具体的な施策を展開し 

ています。 

 この報告書は、「地⽅教育⾏政の組織及び運営に関する法 

律第２６条」の規定に基づき、効果的な教育⾏政の推進に資 

するとともに、市⺠の皆様への説明責任を果たすため、平成 

２８年度に実施した教育委員会の事務に関する点検及び評価 

の結果を取りまとめたものです。 
 

        第二次草加市教育振興基本計画「笑顔かがやく草加教育プラン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 点検及び評価の方法                   ３ 点検評価委員 （５０音順 敬略称） 

 点検及び評価に当たっては、施策に基づく主な取組の活動    ◆中 ⾥ 裕 一 

内容実績、施策の指標に係る実績値から成果を明らかにする     草加市ＰＴＡ連合会副会⻑ 

ことによって⾃⼰評価を⾏い、課題を明らかにするとともに、   ◆平 野 惠 美 子 

次年度以降の取組についてその内容を⽰し、事務改善を図り     元花栗⼩学校、元新⾥⼩学校及び 

ます。                             元⼩⼭⼩学校⻑ 

 点検及び評価の客観性を確保し、知⾒を活⽤するため、教    ◆森 田 和 良 

育に関し学識経験を有する点検評価委員から、様々なご意⾒、    國學院大学栃木短期大学非常勤講師 

ご助言をいただきました。                    （前筑波大学附属⼩学校副校⻑） 
 

 

 

 

 

  ４ 総合評価結果一覧 

    総合評価の結果は次のとおりです。Ａと評価したものが４件、Ｂと評価したものが１２件、Ｃと 

   評価したもの及びＤと評価したものはありませんでした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   総合評価基準 

    Ａ︓⼗分に目標が達成された。 

    Ｂ︓相当程度目標が達成された。 

    Ｃ︓目標の達成がやや不⼗分であった。 

    Ｄ︓目標の達成が不⼗分であった。 

平成２８年度総合評価 

1－1 学ぶ⼒を伸ばす児童⽣徒の育成 Ｂ 

1－2 心豊かな児童⽣徒の育成 Ｂ 

1－3 健康でたくましい児童⽣徒の育成 Ｂ 

1－4 きめ細かな特別支援教育の充実 Ｂ 

1－5 一人ひとりに応じた就学支援の充実 Ａ 

2－1 計画的な学校教育施設整備の推進 Ｂ 

2－2 魅⼒ある教育環境の推進 Ｂ 

3－1 家庭・地域の教育⼒の向上 Ａ 

3－2 組織⼒をいかした学校経営の推進 Ｂ 

3－3 子ども教育の連携の推進 Ａ 

4－1 ⽣涯をとおした多様な学習機会の充実 Ｂ 

4－2 ⽣涯学習施設の整備とネットワーク化の推進 Ｂ 

4－3 文化遺産の発掘・保存等の計画的継続的な取組の推進 Ａ 

5－1 学校人権教育の推進 Ｂ 

5－2 社会人権教育の推進 Ｂ 

－ 施策体系外事業 Ｂ 

Ａ…４ Ｂ…１２ 
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Ⅱ 生きる力をはぐくむ学縁都市 
  そうかの推進 

Ⅲ 人権を尊重しあう教育の推進 

１ 一人ひとりのよさや可能性が発揮 
  される学校教育の推進 
２ 安全安心な教育環境整備の推進 
３ 学校・家庭・地域の連携の推進 
 

Ⅰ 生きる力を育てる子ども教育 
  の推進 

４ 地域の力をはぐくむ生涯学習活動 
  の推進 

５ 人権教育の推進 

平成２８年度 草加市教育委員会 点検及び評価報告書 【概要版】 



 

 

 

 

 施策１－５ 一人ひとりに応じた就学支援の充実 

◇成果目標                       ◇成果指標                 

⑴ 経済的理由により⾼等学校などへの修学が困難⽅へ、  ⑴ ⼊学準備⾦・奨学⾦貸付⼈数（新規・継続） 

  教育の機会均等や有能な⼈材の育成を図っていくた   ⑵ ⼊学準備⾦・奨学⾦返済率（現年度） 

  め、貸付⼈数の維持又は拡大を図っていきます。   

⑵ ⼊学準備⾦・奨学⾦貸付返済率（現年度）を向上さ 

  せることで、将来の貸付⾦の原資を確保し、⽀援の 

  必要な⽅に実に⼊学準備⾦などを貸付することを目 

  指します。 

 

◇Ａ評価の理由 

  ⼩中学校と緊密に連携し、全家庭に就学援助に係る申請書等を配布し、周知を⾏うとともに、援助を必要と 

 している世帯に迅速かつ円滑に援助を⾏うことができたこと、また、貸付⾦の滞納解消に向けた取組として、 

 返済者の⽣活状況に配慮しつつ、⻑期滞納者を中⼼に積極的に返済勧奨を⾏い、滞納額を約３０万円減らすな 

 ど、滞納対策を進めたことから、Ａ評価としました。 

 

 施策３－１ 家庭・地域の教育力の向上 

◇成果目標                       ◇成果指標                 

⑴ 子育てを振り返り、今後の家庭教育について考える   ⑴ 保護者向け「親の学習」講座の実施回数 

  機会を提供し、家庭・地域の教育⼒の向上を目指し   ⑵ 中学⽣向け「親の学習」講座の実施回数 

  ます。  

⑵ 将来、親となるために必要なことを学ぶ機会を提供 

  し、家庭教育の基盤を作ります。 

 

 

 

 

◇Ａ評価の理由 

  全⼩中学校において、防災教室を実施したこと、子ども避難所へ保険を適用し、子ども避難所の⽅が安⼼し 

 て活動できるようになったこと、土曜日等の教育活動検討委員会において、児童⽣徒の教育に係る外部団体に 

 ついて情報をまとめることができたこと、「親の学習」講座を実施し、９２．１％の出席者から、講座の内容 

 について肯定的な回答が得られたことなどから、Ａ評価としました。 

 

 

 

 

 施策３－３ 子ども教育の連携の推進 

◇成果目標                       ◇成果指標                 

⑴ ０歳から１５歳までの「学び」「⼼」を結ぶ幼保   ⑴ 幼保⼩中を一貫した草加の教育の実施校数 

  ⼩中を一貫した草加の教育の実施により、自ら学   ⑵ ⼩学校と交流・連携が⾏われている幼稚園・ 

  び、⼼豊かに、たくましく⽣きる草加っ子を育て     認可保育園・認定こども園の割合 

  ます。 

⑵ 市内各園と⼩学校の交流・連携を⽀援することで 

  教職員がお互いに教育のよさを取り⼊れ、子ども 

  たちが⼩学校⼊学に対して期待感をもてるように 

  します。 

◇Ａ評価の理由 

  草加市幼保⼩中一貫教育標準カリキュラムを各⼩中学校に配布し、０歳から１５年間を⾒通した年間指導計 

 画の作成を⽀援できたこと、研究発表会の開催により、⼩中一貫教育の取組の成果と課題を市内外の教職員、 

 家庭、地域の⽅に向けて周知することができたこと、各中学校区に子ども教育連携教員を配置したことで、効 

 果的な乗り⼊れ授業の実施を⽀援できたことなどから、Ａ評価としました。 

 

 施策４－３ 文化遺産の発掘・保存等の計画的継続的な取組の推進 

◇成果目標                       ◇成果指標                 

⑴ 歴史⺠俗資料館の企画する講演・講座・企画展・   ⑴ 歴史⺠俗資料館来館者数         

  体験講座などをとおして楽しく学び、草加の歴史   ⑵ 年間講座等（講演、講習、体験教室）開設数 

  や文化に誇りや愛着を持ってもらうため、歴史⺠ 

  俗資料館に訪れる⼈を増やします。 

⑵ 歴史⺠俗資料館において、講座、歴史に関する講 

  演会、文化財関連の講座の開催、子どもたちのた 

  めの体験教室、その他季節ごとの催しを展開し、 

  市⺠が草加の歴史に誇りや愛着を持てる企画を⾏ 

  います。 

◇Ａ評価の理由 

  草加松原保存活用計画を策定し、その価値を未来に継承するための指針を⽰すことができたこと、歴史⺠俗 

 資料館において、様々な企画展や講座、講習会を開催し、目標値を上回る回数の講座を開設できたことなどか 

 ら、Ａ評価としました。 

 ⑴ ⑵ 

平成２８年度実績値 ４０人 ９３．２５％ 

平成３１年度目標値 ６５人 ９３％ 

 ⑴ ⑵ 

平成２８年度実績値 １００％ ３６．４％ 

平成３１年度目標値 １００％ １００％ 

 ⑴ ⑵ 

平成２８年度実績値 ― ９２．５％ 

平成３１年度目標値 １００％ ９５％ 

 ⑴ ⑵ 

平成２８年度実績値 １５,４７１人 ７２回 

平成３１年度目標値 １７,０００人 ７０回 

平成２８年度 草加市教育委員会 Ａ評価施策 


